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石部南学区 

まちづくり協議会広報 
第 1９号 

平成 2４年４月 15 日発行 

発行：石部南学区まちづくり協議会 湖南市石部南 3-5-1 石部南まちづくりセンター内 電話 0748-69-7068 

3 月 24 日(土)、東日本大震災のため中止となっていた健康ふれあいウｵークラリーを実施しまし

た。ウォークラリーが紫雲の滝への山道にさしかかったころから小雨が降り始め、残念ながら雨の

ウｵーキングとなりました。それでも全員元気に滝までの坂道をのぼり、帰りは長寿寺の本堂で住

職の奥様の講話を聴くことができました。じゅらくの里に戻って、用意されたおむすびと暖かい豚

汁で冷えた体を温めました。その後、中止になった宝さがしに代わって抽選会を行いました。福祉

パーク館内で、けん玉、こま回し、お手玉やおはじき、竹とんぼ等、しばらくの間昔あそびに興じ、

楽しい時を過ごすことができました。 

 

出発の合図 

 
参加者受付 

 

準備体操 

 

紫雲の滝へいざ出発！ 

会長開会宣言 市長挨拶 

健康ふれあいウｵークラリー 
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紫雲の滝 
竹竹竹 内内内 利利利 夫夫夫 氏氏氏 ののの 解解解 説説説    

長寿寺での講話 
   

お弁当と豚汁でくつろぎのひと

時 
   

当たって大喜びの当選者 
   

昔あそびに興じる人たち 
   

けん玉 
   

竹とんぼ 
   

おりがみ 
   

こ ま 回

し   



 

 

                   - 3-  

被災地視察研修に兵庫県佐用町を訪問 
 ２月３日(金)、石部南学区および石部南学区まちづくり協議会のみなさん２２名で、兵庫県佐

用町を訪問しました。ここは、平成２１年８月の台風９号で被災され、甚大な被害を被られまし

た。(２４時間雨量３２６．５ミリの観測史上最大の雨量により、死者行方丌明者２０名、全半

壊８棟、床上浸水７７４棟、床下浸水５７９棟、落橋１４カ所など) 現在は町をあげて復興に取

り組まれており、石部南学区として教訓やノウハウを学ぶことが学区のまちづくりに活かしてい

けるのではないかと考えます。佐用町のみなさん、お忙しい中、対忚いただきありがとうござい

ました。  訪問先：佐用町企画防災課復興企画室および久崎地区センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  天災は忘れた頃にやってくる！→ 忘れない為に日頃の訓練をする。 
   

備えあれば憂いなし！ →  その為に備えをする。 
 

 

くっきり残る水の跡 

堤防が決壊した佐用川 

熱心に説明を聞く参加者 

玄関先に残る水跡 
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    子どもドッジボール大会開催予定 

           日時 ： ５月２０日（日） ９時～ 

           場所 ： 石部南小学校グランド（雨天：体育館） 

平成２３年度定期総会開催予定 

日時： ４月２２日(日) １０時～ 

場所： 石部南まちづくりセンター 

 
 

石部南学区まちづくり協議会のホームページアドレス 

http://www.ishibe-minami.net/ 

 

 

 
 宝暦 6 年（1756）255 年前 9 月 14 日から降り出した雨は、各地に被害をもたらした。 16

日には東寺地先も豪雨に見舞われ奥山の谷が数ヶ所崩れて大石を含めた土砂が押し出され

農地の四分の一が荒地になった。 家屋の流出や諸道具等も流出した。 その後土砂の取り

除きに努められたが５ヶ月後、宝暦７年２月２５日と３月７日の２回に及ぶ洪水が発生し、

前回の土砂の搬出も水の泡となった。 それより約８年を費やして土砂は取り除かれたが地

力の回復に努めたものの農地としては程遠いものであった。 どうにか耕地として使用でき

るようになった土地も明和２年（1765）７月、又もや大洪水が発生、前回同様奥山からの

土砂流出によって田畠は荒れ地と化した。 

 東寺地先の上質は砂質土であり、古代から石山寺や東大寺の造営などの為に用材の乱材な

され、森林が荒廃し、禿山である阿星山から土砂が流出しやすかった。 その為下流の落合

川は、東寺地先から流出した土砂による災害によって天井川となった。 

 西寺でもたびたび洪水に見舞われたが西寺地先は阿星山から、高獄、西寺～丸山～立石～

灰山にかけて岩盤層であり、東寺地先のように砂質土ではなく、幸いにも比較的洪水が発生

しても東寺のように農地の土石流による荒廃は少なかった。が、明和７年（1800）約２１

０年前には、大早魃があり田畠の作物などは皆無の状態であったと伝えられる。 

 両村には標高 693ｍの阿星山があるが山そのものは浅く、日常は水量も少なく農業用水に

は苦労した。 

 その結果、東寺には、７ヶ所、西寺には１４ヶ所の溜池を増設し、水利への苦労の跡がみ

られる。 

 又、宝暦６年９月 16 日の豪雨は、東西寺地先よりも妙感寺に大洪水を発生させ 54 軒の

家が全戸流失し、93 名の命が奪われた。 又、平松村の天井川 家棟川が決壊し、その激

流が落合川の決壊と共に石部宿に流れ込み、多くの災害をもたらした。 

                      2003 年 冬    竹内利夫氏著 

 

 
第９回 東西寺の災害 

お 知 ら せ 


